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小
田
原
の
北
条
氏
が
発
給
し
た
「
昨
年
の

戦
い
に
つ
い
て
報
告
す
る
よ
う
に
」
と
の

文
書
が
あ
っ
た
。

■
牛
込
文
書　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
十
月
か

ら
十
二
月
に
か
け
て
、
武
蔵
野
ふ
る
さ
と

歴
史
館
で
「
江
戸
氏
牛
込
氏
文
書
」
と
い

う
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
葛
西
城
攻
略

戦
に
関
係
す
る
文
書
も
展
示
さ
れ
、
戦
国

時
代
の
牛
込
氏
と
足
立
の
地
と
の
係
わ
り

を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

　

牛
込
文
書
は
正
確
に
は
『
江
戸
氏
牛
込

氏
文
書
』
で
あ
り
（
以
降
牛
込
文
書
と
表

記
）、
江
戸
牛
込
の
地
を
所
領
と
し
た
江
戸

氏
の
文
書
七
通
を
含
む
、
牛
込
氏
に
伝
わ
っ

た
二
十
一
通
の
文
書
で
あ
る
。
最
も
古
い
も

の
は
、
足
利
義
詮
の
命
を
奉
じ
て
北
畠
顕
家

を
追
放
し
て
関
東
を
平
定
し
た
足
利
幕
府
の

執
事
高
師
冬
が
、
戦
功
の
あ
っ
た
江
戸
近
江

権
守
に
牛
込
郷
の
支
配
を
認
め
た
暦
応
三
年

（
一
三
四
〇
）
の
文
書
で
あ
る
。
ほ
か
に
も

足
利
持
氏
か
ら
の
感
状
や
、
古
河
公
方
と
の

贈
答
の
礼
状
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
牛
込
氏
が

直
接
関
わ
る
文
書
は
、
後
北
条
氏
が
江
戸
を

押
さ
え
た
以
降
の
文
書
で
あ
る
。

■
小
田
原
衆
所
領
役
帳　

小
田
原
の
北
条

氏
が
関
東
を
支
配
し
て
い
た
時
代
の
一
次

史
料
と
し
て
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）

の
「
小
田
原
衆
所
領
役
帳
」（
以
降
「
所
領

役
帳
」
と
す
る
）
が
あ
る
。
江
戸
衆
と
し

て
の
牛
込
氏
（
大
胡
氏
）
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
牛
込
城
を
拠
点
と
し
、
牛
込
、
比
々

谷
本
郷
お
よ
び
堀
切
の
三
か
所
、
都
合
貫

高
百
七
十
七
貫
二
百
十
文
の
所
領
を
有
し

■
忍
び
が
活
躍
し
た
葛
西
城　

多
く
の
足

立
区
民
が
通
勤
通
学
で
利
用
す
る
、
常
磐

線
亀
有
駅
か
ら
南
に
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
葛
飾
区
青
戸
に
、
環
状
七
号
線
の
左

右
を
挟
ん
で
小
さ
な
公
園
が
あ
る
。
東
側

が
葛
西
城
址
公
園
、
西
側
が
御
殿
山
公
園

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
今
か
ら
四
百
六
十
年

前
の
戦
国
時
代
に
越
後
の
上
杉
氏
・
房
総

の
里
見
氏
の
連
合
勢
力
と
小
田
原
の
北
条

氏
と
が
せ
め
ぎ
あ
う
最
前
線
に
あ
っ
た
葛

西
城
の
址
で
あ
る
。

　

四
年
前
の
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
で
の

企
画
展
「
戦
国
足
立
の
三
国
志
」
展
で
は
、

永
禄
五
年
（
一
五
六
二
年
）
の
葛
西
城
乗
っ

取
り
に
際
し
て
、
忍
び
を
使
っ
て
成
功
し

た
本
田
氏
に
関
す
る
古
文
書
が
展
示
さ
れ

て
い
た
。
展
示
文
書
の
中
に
、
翌
年
の
永

禄
六
年
（
一
五
六
三
）
八
月
十
二
日
に
、
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敵
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越
、
捨
命
申
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就
忠
節
被
子
二
牛
込

村
棟
別
銭
壱
貫
四
百
文

被
下
之
候
、
但
末
々
者
於

足
立
以
田
地
可
遣
之
候
、

其
時
者
棟
別
銭
を
如
前

々
可
有
進
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也
、
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如

件
、

永
禄
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年
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七
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﹈
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家
の
人
々
は
、
ど
う
い
う
ご
縁
で
足
立
に
お

ら
れ
る
の
か
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
牛
込
文
書
に
ヒ
ン
ト

が
あ
る
と
考
え
る
。
永
禄
五
年（
一
五
六
二
）

の
葛
西
城
攻
略
戦
の
論
功
行
賞
と
し
て
「
足

立
に
土
地
を
遣
わ
す
」
と
あ
る
。
新
宿
区

郷
土
研
究
会
が
昭
和
六
十
二
年
に
刊
行
し

た
『
牛
込
氏
と
牛
込
城
』
に
よ
れ
ば
、「
牛

込
姓
の
家
は
旧
領
堀
切
、
足
立
区
の
栗
原
、

島
根
に
多
く
、
徳
川
幕
府
は
堀
切
領（

註
）を

栗

原
、
島
根
に
分
け
、
分
家
二
家
を
名
字
帯

刀
ご
免
の
大
庄
屋
に
取
り
立
て
た
」
と
あ

る
。
こ
の
記
述
は
、
地
元
で
の
言
い
伝
え

を
記
録
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
牛
込
文

書
記
述
の
「
足
立
に
田
地
を
遣
わ
す
」
に

関
連
す
る
も
の
と
考
え
る
と
、
葛
西
城
攻

略
の
功
績
に
よ
っ
て
足
立
に
土
地
を
与
え

ら
れ
て
入
っ
た
、
牛
込
氏
の
分
家
の
人
た

ち
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
「
足

立
」
を
示
す
地
域
は
、
現
在
の
足
立
区
と

同
地
域
で
は
な
い
こ
と
は
承
知
の
上
で
あ

る
が
、
関
連
付
け
て
考
え
て
み
た
い
。

　

足
立
区
に
お
住
い
の
牛
込
家
に
は
、
永

禄
七
年
（
一
五
六
四
）
正
月
の
第
二
次
国

府
台
合
戦
に
お
い
て
、
手
柄
を
立
て
た
と

伝
承
さ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、『
牛
込

氏
と
牛
込
城
』
が
説
く
よ
り
も
早
い
時
期

に
足
立
に
入
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　
　
「
堀
切
領
」
と
い
う
領
は
確
認
さ
れ
て 

　

お
ら
ず
、『
牛
込
氏
と
牛
込
城
』
で
は
堀 

　

切
に
あ
っ
た
領
地
と
い
う
意
味
で
使
用 

　

さ
れ
て
い
る
語
句
と
思
わ
れ
る
。

　
　

  （
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
）

（
一
六
四
〇
年
代
）
の
地
図
に
よ
れ
ば
、
日

比
谷
郷
の
全
て
が
徳
川
家
臣
団
の
屋
敷
と

な
っ
て
お
り
、
日
比
谷
氏
は
こ
の
地
を
明

け
渡
し
て
足
立
淵
江
に
入
植
し
た
こ
と
が

分
か
る
。

　

日
比
谷
小
左
衛
門
は
、『
小
右
衛
門
稲
荷

縁
起
』
に
あ
る
よ
う
に
、
渡
辺
小
右
衛
門
ら

と
、元
和
二
年
十
二
月
（
一
六
一
七
年
一
月
）

に
小
右
衛
門
新
田
（
足
立
区
）
の
開
発
に
従

事
す
る
。同
様
に
堀
切
に
は
堀
切
氏
が
お
り
、

二
郷
半
領
の
彦
成
に
入
植
し
た
。
い
ず
れ
も

低
湿
地
帯
で
あ
り
、
感
潮
河
川
の
影
響
を
受

け
る
土
地
で
あ
る
。
開
墾
に
苦
労
し
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

日
比
谷
氏
や
堀
切
氏
の
よ
う
な
江
戸
東

郊
で
の
新
田
開
発
は
、
幕
府
の
土
木
官
僚

伊
奈
氏
発
給
の
開
発
手
形
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
主
家
を
失
い
牢
（
浪
）
人

と
な
り
、
一
族
を
連
れ
て
移
住
し
新
田
開

発
に
従
事
し
た
。
食
料
増
産
と
北
方
の
伊

達
へ
の
守
り
を
任
務
と
す
る
、
い
わ
ば
屯

田
兵
で
あ
っ
た
。

■
牛
込
氏
の
場
合　

で
は
、
徳
川
氏
の
家
臣

に
な
っ
た
牛
込
氏
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
牛
込
勝
重
は
牛
込
城
を
開
城
し
徳
川
の

家
臣
と
な
り
。
子
の
俊
重
は
大
坂
の
陣
に
供

奉
し
た
。
俊
重
の
子
三
右
衛
門
重　
（
し
げ

の
り
）
は
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
と
延

宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
二
度
に
わ
た
っ
て

長
崎
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
牛
込
氏
自
身
は
牢
人
と
し
て
新
田
開

発
に
従
事
す
る
必
然
性
が
な
い
。
で
あ
る
な

ら
ば
、
現
在
、
足
立
区
に
お
住
ま
い
の
牛
込

遣
わ
す
。
そ
の
時
は
棟
別
銭（
税
金
）を
前
々

の
よ
う
に
納
め
る
よ
う
に
」
と
な
る
。
わ

ず
か
五
日
違
い
の
文
書
と
い
う
こ
と
か
ら
、

本
田
家
文
書
お
よ
び
牛
込
文
書
の
い
ず
れ

も
が
、
前
年
の
葛
西
城
攻
略
戦
に
お
け
る

論
功
行
賞
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
論
功
行
賞

は
従
軍
し
た
武
士
た
ち
が
、
新
に
土
地
を

与
え
ら
れ
る
べ
く
、
戦
死
、
負
傷
な
ど
も

含
め
て
手
柄
を
主
張
し
た
。「
戦
国
足
立
の

三
国
志
」
展
に
展
示
さ
れ
て
い
た
複
数
の

本
田
家
文
書
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
が
窺
え

る
。
戦
死
し
た
牛
込
氏
の
部
下
が
誰
な
の

か
は
知
る
よ
し
も
な
い
。 

■
小
田
原
開
城
後
の
牛
込
、
日
比
谷
、
堀
切

氏　

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
小
田

原
が
陥
落
す
る
前
の
四
月
に
牛
込
氏
は
降

伏
し
、
翌
年
に
は
徳
川
氏
の
家
臣
と
な
っ

た
。
文
禄
の
役
（
一
五
九
二
～
一
五
九
三

年
）、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原

の
戦
い
お
よ
び
慶
長
十
九
年
か
ら
二
十
年

（
一
六
一
四
～
一
六
一
九
）
の
大
坂
の
陣
に

供
奉
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
比
々
谷
（
日

比
谷
）
氏
お
よ
び
堀
切
氏
も
動
員
さ
れ
た
と

考
え
て
よ
い
。

　

牛
込
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
比
々
谷
（
日

比
谷
）郷
は
、長
禄
や
文
明
年
間（
一
四
五
七

か
ら
一
四
八
六
年
頃
）
の
地
図
に
よ
れ
ば
、

今
日
、
日
比
谷
と
称
せ
ら
れ
る
場
所
よ
り

も
広
く
、
外
堀
川
と
古
川
に
挟
ま
れ
た
地

域
の
北
半
分
も
比
々
谷
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

こ
の
地
名
を
名
字
に
し
て
い
た
日
比
谷
氏

が
い
た
こ
と
に
な
る
。
後
の
寛
永
時
代

て
い
た
。
牛
込
氏
は
北
条
氏
に
家
臣
と
し

て
仕
え
る
こ
と
に
よ
り
本
領
を
安
堵
さ
れ
、

そ
の
見
返
り
に
戦
時
に
は
寄
子
の
い
る
所

領
か
ら
、
そ
の
貫
高
に
応
じ
て
戦
闘
要
員
、

陣
夫
と
呼
ば
れ
る
輜
重
、
お
よ
び
小
屋
夫

と
呼
ば
れ
る
工
兵
を
徴
発
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
牛
込
氏
以
外
に
比
々

谷
お
よ
び
堀
切
を
名
字
に
す
る
地
侍
が
い

た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　
「
戦
国
足
立
の
三
国
志
」
展
に
展
示
さ
れ

た
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
北
条
家
印
判

状
に
よ
れ
ば
、
北
条
氏
は
宮
城
氏
の
貫
高

二
百
八
十
四
貫
四
百
文
に
対
し
て
三
十
六
人

の
軍
役
を
課
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
牛
込
氏
の
場
合
「
所
領
役
帳
」
に
記
載

の
貫
高
百
七
十
七
貫
二
百
十
文
を
参
考
に
、

貫
高
に
応
じ
た
軍
役
を
推
定
す
る
と
二
十
二

名
と
な
る
。
貫
高
の
内
訳
で
案
分
す
る
と
、

牛
込
、比
々
谷
本
郷
お
よ
び
堀
切
か
ら
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
、
八
、八
お
よ
び
六
名
ず
つ
と
推

測
さ
れ
る
。
牛
込
、
比
々
谷
、
堀
切
氏
は
馬

上
で
あ
り
、
そ
の
他
は
歩
兵
と
し
て
鉄
砲
、

弓
矢
、
旗
な
ど
を
担
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

■
牛
込
氏
宛
北
條
家
朱
印
状　
「
江
戸
氏
牛

込
氏
文
書
」
展
に
出
展
の
十
四
番
文
書
（
図

一
）
は
、
北
条
氏
が
発
給
し
た
本
田
家
文

書
か
ら
五
日
後
の
永
禄
六
年
八
月
十
七
日

に
、
牛
込
宮
内
少
輔
に
あ
て
た
も
の
で
あ

る
。
現
代
文
に
す
る
と
、「
去
年
、
あ
な
た

の
部
下
が
敵
と
の
戦
い
で
が
命
を
捨
て
た
。

そ
の
忠
節
に
対
し
、
部
下
の
子
に
牛
込
村

の
棟
別
銭
（
税
金
）
一
貫
四
百
文
を
下
げ

渡
す
。
た
だ
し
将
来
は
、
足
立
の
田
地
を

（２）
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老
衰
之
父
親
、
並
び
に
後
家
に
て
子
供
五

人
こ
れ
有
り
、
誠
ニ
日
々
之
暮
し
方
に
も

差
し
支
え
候
趣
、
再
応
相
歎
御
暇
申
受
た

き
旨
申
入
候
所
、
聞
済
に
あ
い
な
り
、
同

年
八
月
御
暇
に
あ
い
な
り
、
首
尾
よ
く
宿

元
へ
引
取
り
、
か
ん
弟
伊
助
ヲ
以
て
相
続

人
に
あ
い
定
む
。

　
な
お
そ
の
後
、
諸
親
類
納
得
之
上
、
寛

政
十
二
庚
申
年
六
月
中
別
宅
い
た
し
候
て
、

同
七
月
川
原
町
（
千
住
河
原
町
）
佐
野
屋

善
六
所
持
ま
か
り
あ
り
候
、
地
漉
紙
元
方

問
屋
株
、
我
等
方
へ
譲
り
受
、
地
漉
紙
商

売
、
あ
い
始
め
候
…
略
…

※
翻
刻
＝
郷
土
博
物
館
専
門
員
山
崎
尚
之
。 

　

一
部
読
み
や
す
い
よ
う
に
改
変
し
て
い 

　

ま
す
。　
　
　
　
（
学
芸
員　

多
田
文
夫
）

　
　
　
実
父
伊
助
よ
り
申
伝
書
之
覚

一
、千
住
四
丁
目
百
姓
長
兵
衛
四
代
目
倅
伊

助
義
、
本
所
松
坂
町
壱
丁
目
紙
屋
に
て
、

〈
大 

弥
兵
衛
殿
へ
天
明
二
壬
寅
年
二
月
奉

公
ニ
差
遣
し
置
き
、
当
時
、
見
勢
支
配
役

あ
い
勤
め
ま
か
り
あ
り
候
所
、
同
人
実
姉

加
ん
夫
長
四
郎
義
は
、
子
供
五
人
有
候
処
、

寛
政
七
乙
卯
年
、
八
月
廿
九
日
、
右
長
四

郎
病
死
仕
候
ニ
付
、
両
親
に
て
後
家
か
ん

並
び
に
子
供
五
人
を
見
立
世
話
い
た
し
居

候
処
、
寛
政
九
丁
巳
年
、
正
月
廿
四
日
猶

又
母
親
病
死
仕
候
ニ
付
、
親
類
一
同
相
談

之
上
、
弟
伊
助
義
を
引
戻
し
た
く
〈
大 

本
店
表
へ
暇
願
申
出
候
え
ど
も
、
主
人
方

に
お
い
て
も
当
時
支
配
人
之
事
ゆ
え
差
当

り
難
渋
之
趣
被
申
御
聞
入
無
之
候
ニ
付
、

　

伊
助
に
は
、
実
の
姉
、「
か
ん
」
が
千

住
宿
に
い
て
長
四
郎
と
結
婚
し
、
五
人

の
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。
し
か
し
寛
政
七

（
一
七
九
五
）
年
、
義
兄
の
長
四
郎
が
亡
く

な
り
ま
す
。
姉
か
ん
と
子
供
は
、
か
ん
と
伊

助
の
両
親
が
面
倒
を
見
て
い
た
の
で
す
が
、

二
年
後
に
母
親
が
病
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。

■
千
住
宿
に
呼
び
戻
さ
れ
る　

姉
の
家
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
こ
と
を
心
配
し
た
親
戚
一

同
が
相
談
し
、
伊
助
を
千
住
宿
に
戻
す
よ
う

主
人
、〈
大 
本
店
に
願
い
ま
し
た
。
し
か
し

支
配
人
と
い
う
要
職
で
あ
り
、
願
い
か
ら
半

年
が
過
ぎ
た
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
八
月

に
、
千
住
宿
へ
戻
り
姉
や
そ
の
子
供
た
ち
の

面
倒
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
相
続
人
と
な
り

ま
し
た
。

■
地
漉
紙
問
屋
株
の
取
得
へ　

伊
助
は
、

そ
の
後
、
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に

千
住
河
原
町
の
佐
野
屋
が
持
っ
て
い
た
地

漉
紙
問
屋
株
（
＝
営
業
権
）
を
取
得
し
、

営
業
を
始
め
ま
す
。
江
戸
の
本
所
で
ノ
ウ

ハ
ウ
を
知
悉
し
た
伊
助
が
、
千
住
宿
で
紙

屋
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。
こ
の
問
屋
株

や
地
漉
紙
問
屋
の
動
向
は
次
号
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
　
　

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

長
文
で
す
が
、
記
録
の
意
味
も
含
め
て
、

こ
こ
で
関
係
部
分
を
掲
載
し
ま
す
。

　

千
住
四
丁
目
の
紙
屋
伊
助
に
か
か
わ
る

大
久
保
家
文
書
の
一
つ
「
千
住
四
丁
目
起

立
之
事
」
の
中
に
は
生
業
で
あ
る
地
漉
紙

問
屋
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、「
実
父
伊
助

よ
り
申
し
伝
え
書
の
覚
」
と
い
う
項
目
を

設
け
、
初
代
伊
助
か
ら
の
伝
え
を
載
せ
て

い
ま
す
。

■
貴
重
な
地
漉
紙
問
屋
の
成
立
の
記
録　

現

在
、
千
住
宿
の
伝
統
的
な
商
家
建
築
と
し
て

知
ら
れ
る
松
屋
、
横
山
家
も
地
漉
紙
問
屋
で

す
。
江
戸
時
代
後
期
の
千
住
宿
で
は
代
表
的

な
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
漉
紙
問
屋
と
は
地
漉
紙
と
い
う
リ
サ
イ

ク
ル
ペ
ー
パ
の
問
屋
制
家
内
工
業
を
営
む
商

家
で
す
。
元
々
、
江
戸
で
盛
ん
だ
っ
た
業
種

で
す
が
、
徐
々
に
千
住
宿
で
多
く
の
地
漉
紙

問
屋
が
繁
栄
し
ま
し
た
。
し
か
し
江
戸
の
産

業
が
ど
の
よ
う
に
千
住
宿
に
も
た
ら
さ
れ
た

の
か
と
い
う
、
成
立
経
過
を
記
し
た
古
文
書

は
見
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

貴
重
な
本
記
録
を
紹
介
し
ま
す
。

■
初
代
伊
助
、
江
戸
の
紙
屋
に
奉
公　

天
明

二
（
一
七
八
二
）
年
、千
住
四
丁
目
の
伊
助
は
、

千
住
四
丁
目
の
親
元
か
ら
江
戸
本
所
松
坂
町

一
丁
目
の
紙
屋
〈
大 

（
屋
号
、
や
ま
だ
い
）

弥
兵
衛
の
と
こ
ろ
に
奉
公
に
出
ま
し
た
。
伊

助
は
出
世
し
て
「
見
勢
」（
店
）
の
支
配
役

と
な
り
ま
し
た
。

（３）

紙屋伊助（初代）の奉公先と実家
　伊助が支配役となった紙屋弥兵衛は両国橋の西、
現在の国技館の南側にあった。「嘉永改正　府郷御
江戸絵図」（当館蔵、掲載は部分）に加筆して作成。

大
久
保
家
資
料
の
紹
介
②

　

紙
屋
の
地
漉
紙
問
屋
株　

そ
の
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
土
博
物
館
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『
続　

お
化
け
煙
突
の
せ
か
い
思
い
出
す
ま

ま
に
』
平
成
三
〇
年
と
、
お
手
紙
か
ら
原

稿
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
郷
土
博
物
館
）

操
業
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

■
発
電
停
止
時
間　

格
和
さ
ん
に
よ
る
と
、

『
千
住
火
力
発
電
所
報
29
号
』
に
は
、
発
電

所
長
の
記
憶
と
し
て
「
午
後
一
〇
時
近
く

に
凡
て
の
ボ
イ
ラ
ー
は
消
火
さ
れ
・
・
」

と
あ
り
ま
す
が
、
最
後
の
運
転
を
経
験
さ

れ
た
萩
野
博
章
さ
ん
の
交
代
勤
務
状
況
か

ら
、
二
一
時
前
に
徐
々
に
ボ
イ
ラ
ー
を
止

め
て
蒸
気
量
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
発
電

量
を
減
じ
て
い
き
、
二
一
時
ご
ろ
に
発
電

停
止
と
す
る
と
い
う
停
止
方
法
だ
っ
た
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
翌
日
ボ
イ
ラ
ー

を
動
か
す
場
合
は
、「
埋
火
（
ま
い
か
）」

と
い
っ
て
、
送
風
を
遮
断
し
石
炭
を
山
状

に
掻
き
集
め
て
お
き
ま
す
が
、
休
止
が
前

提
の
た
め
、
こ
の
と
き
は
、
す
べ
て
の
石

炭
を
燃
焼
さ
せ
、
地
下
に
落
と
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
炉
内
は
真
っ
暗
に
な
り
、
ボ

イ
ラ
ー
終
焉
の
瞬
間
と
な
り
ま
す
。
発
電

は
停
止
し
て
も
、
発
電
機
や
タ
ー
ビ
ン
自

体
は
三
〇
分
ほ
ど
空
転
し
、
ま
た
、
停
止

後
に
、
循
環
ポ
ン
プ
等
も
停
止
す
る
の
で
、

二
二
時
近
く
に
機
器
の
動
き
が
す
べ
て
停

ま
り
静
寂
と
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

機
器
自
体
は
動
い
て
い
ま
す
が
、
空
転

し
て
い
る
だ
け
で
、「
発
電
の
停
止
」
は
厳

密
に
言
う
と
二
一
時
（
午
後
九
時
）
ご
ろ

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

60
年
前
の
ち
ょ
う
ど
こ
の
三
月
に
、
千
住

火
力
発
電
所
は
発
電
を
停
止
し
た
の
で
す
。

＊
格
和
さ
ん
の
御
著
書
『
お
化
け
煙
突
の

せ
か
い
思
い
出
す
ま
ま
に
』
平
成
二
八
年
・

た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

休
止
発
表　

昭
和
38
年
２
月
25
日

　

発
電
停
止　
　
　
　
　

３
月
22
日

　

運
転
休
止　
　
　
　
　

４
月
１
日

　

解
散
式　
　
　
　
　
　

５
月
７
日

　

国
の
認
可　

昭
和
39
年
２
月
29
日

　

格
和
さ
ん
は
、
解
散
式
が
行
わ
れ
た
５

月
７
日
に
千
葉
火
力
発
電
所
に
異
動
が
発

令
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
、
稼
働
し
て
い

る
「
お
化
け
煙
突
」
の
最
後
を
目
に
さ
れ

た
方
で
す
。

■
停
止
ま
で
の
様
子　

格
和
さ
ん
が
入
社

配
属
さ
れ
た
昭
和
三
六
年
四
月
に
は
、
煙

突
か
ら
煙
が
上
が
り
、
盛
ん
に
操
業
し
て

い
ま
し
た
が
、
冬
に
向
か
う
頃
に
は
操
業

停
止
と
な
り
、（
再
稼
働
は
な
く
、
こ
の
ま

ま
廃
止
だ
ろ
う
）
と
誰
も
が
思
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

各
地
に
新
し
い
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て

い
く
な
か
で
、
老
朽
化
し
た
千
住
火
力
発

電
所
の
廃
止
に
つ
い
て
は
社
員
が
納
得
す

る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
翌
年
四
月
に
、
新
入
社
員
が
配

属
さ
れ
、
研
修
を
半
年
間
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
発
電
機
の
運
転
実
習
が
で
き
な
い

ま
ま
で
は
、
何
の
た
め
の
配
属
な
の
か
と
い

う
こ
と
と
な
り
、
本
社
と
の
協
議
に
よ
り
、

夏
季
対
策
の
名
目
で
、
七
月
に
入
っ
て
運
転

を
再
開
し
、
発
電
停
止
の
三
月
二
二
日
ま
で

■
火
力
発
電
所
の
お
化
け
煙
突　
「
お
化

け
煙
突
」
と
し
て
知
ら
れ
る
千
住
火
力
発

電
所
は
、
東
京
電
燈
株
式
会
社
の
千
住
火

力
発
電
所
と
し
て
建
設
さ
れ
、
大
正
十
五

年
（
一
九
二
六
）
に
発
電
を
開
始
し
ま
し

た
。
戦
後
の
電
気
事
業
再
編
成
に
よ
り（
新
）

東
京
電
力
株
式
会
社
の
千
住
火
力
発
電
所

と
な
り
ま
し
た
。

　

見
る
角
度
に
よ
っ
て
煙
突
の
本
数
が
一

本
か
ら
四
本
へ
と
変
わ
っ
て
見
え
る
こ
と
、

周
囲
に
髙
い
建
物
が
な
か
っ
た
こ
と
と
相

ま
っ
て
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
煙
突
は
、

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
に
解
体
さ
れ

ま
す
。

■
発
電
停
止
日　

解
体
に
先
立
っ
て
、
発
電

を
停
止
し
た
の
が
、
前
年
の
昭
和
三
八
年
三

月
二
十
二
日
、
金
曜
日
の
こ
と
で
し
た
。

　

昭
和
三
六
年
四
月
に
入
社
し
て
千
住
火

力
発
電
所
に
配
属
さ
れ
、
郷
土
博
物
館
に

貴
重
な
発
電
所
資
料
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
っ

た
元
社
員
の
格
和
宏
典
さ
ん
（
昭
和
一
七

年
生
）
に
よ
る
と
、「
最
後
の
発
電
停
止
が

昭
和
三
八
年
三
月
三
十
一
日
と
勘
違
い
し

た
人
々
や
書
物
も
数
多
く
あ
る
」
と
の
こ

と
で
す
が
、
正
し
く
は
、
こ
の
日
付
け
だ

そ
う
で
す
。
格
和
さ
ん
に
よ
る
と
以
下
の

流
れ
に
な
り
、
昭
和
三
八
年
か
ら
三
九
年

の
解
体
に
向
け
て
粛
々
と
進
め
ら
れ
て
い 

（４）

汽缶（タービン）運転に関する諸時間・回転数
発電を停止してもしばらく機器が動く様子がわかります。

『続　お化け煙突のせかい　思い出すままに』格和宏典氏　より加筆修正

お
化
け
煙
突
60
年
①
　
発
電
停
止




